
出!資法人等経営状況報告書

1 作成年月日及び担当部署

令和 3年 8月 24日 産業観光交流部 産業政策課

※以下は令和 3年 3月 31日 現在の内容です。

2 法人等の概要

31役員数

4 職員数

(単位 i人 )

1

株式会社 よ`しかわ沖上氏の郷

代表取締役 野澤 朗

□ 常 勤   ■ 非常勤 ロ プロパー  ■ 市兼務 その他□

新潟県上越市吉川区杜氏の郷 1番地
′

平成 11年 3月 24日

92,975千円
ノ

82.6%

酒米の生産と地酒醸造による消費者との結

所得の向上を図るため。

び付芦により地域農業の発展、農家

但)酒類の製造・販売
(劾 道の駅よしかわ杜氏の郷の管理運営
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5 事業実績 (概要)

。売上高は、前期と比較して 25,331千円減 (31.4%減 )の 55,335千円となりましたと主な要

因は、新型コロナウイルス感染症の拡大 (以下、コロナ禍)に伴い、約 2か月間の店舗休業

やGoToト ラベルキャンペーン及び催事・イベントが中止となつたことであります。

コロナ禍において、同社では、昨年 5月 に全国新酒鑑評会において「よしかわ杜氏 大吟醸」
が会社創立以来初入賞したIIか、また、8月 には全国爛酒コンテストにおいて「よしかわ杜

氏 大辛日」と「天恵楽純米酒」が金賞を受賞しました。また、減少する売上げを挽回する
ため、この受賞をきつかけに 8月 に隣接する道の駅と連携した盆花市を開催したほか、10月

31日 、■月 1日 には三賞受賞感謝祭を開催するなどイベントによる売上向上を図つたほか、

巣ごもり
.需
要をターゲットに各種団体や地域住民への広報強化や、市内酒屋へのトップセー

ルスを行い販路拡大に取り組みました。

・ これらの取組の結果、同社の主要取引先である生活協同組合パルシステム東京及びパルシス

テム生活協同組合連合会の売上高は、前期と比較して 6,279千円増 (76.急%増)の 14,514

千円となりました。

。また、販売費及び‐般管理費は、コロナ禍に伴う催事・イベントの中止により、旅費や広告

宣伝費、人件費等が減少したため、前期と比較して8,241千円減 (24R9%減 )の 24,799千 円

となりました。        `                 、

・この結果、営業損失は15,961千円となりましたがて雇用調整助成金や持練化給付金等?各種

助成金の給付があうたことから、経常損失は 6,701千円を計上し、最終的な当期純損失は

6,991千円となりました。

,第 23期末の累積欠損金は、02,075千円減資したことにより、前期と比較して 7缶 831千円減

の 6,991千円となりました。     f

0 店舗利用状況
(単位 :人 )

※ 第 21期は、事業年度変更に伴い、9か月決算となっています。

7,123 9,907 4,412
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6 財務状況 (税抜)
(単位 :千円)

※ 金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計算結

果と一致しない錫合があります。

※ 第 21期は、事業年度変更に伴い、9か月決算となっています。

3

第 22期

1自 平成―ail年 4月 二日
―

1至 令和 21年 8角 31日 ―|

●第 23期 ―

自 令和 2年 4月 11日
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7 市からの財政支出等
(1)委託額 (税込 ) (単位 :千円)

12)財政援助額 (税込) (単位 :千円)

8 今後の経営計画等
(1)次期事業計画

な し

4

一一
一
①

i=郵 訳|=IIII=
道の駅よしかわ杜氏の郷

!=硝8011牛療|
3,287

1缶積元年度|

3,292

1企れ,■産|

3,684

二■
=|1始
若||■!i:

計 3,287 3,292 3,684

① 補助金 (助成金) 241 30 425

事業者応援給付金、事業

者経営支援金、雇用調整

助成金申請費補助金

② 貸付金 0 0 0

③ 損失補償 0 0 0

④ 債務保証 0 0 0

0 0 0⑤ その他 ( )

計 241 30 425

第 24期は、売上高 75,860千円、経常利益 187千円を目標とし、コロナ禍であるからこその

巣ごもり需要をターゲットにした各種団体や地域住民への販売促進や、地域に愛される酒蔵を

目指します。

(1)新たな需要を生んでいる日本酒消費への営業活動

① インターネットを通じた営業活動の強化
② 若者に親しまれる清酒開発などによる商品のブラシュアップ
③ 旅行会社とのツアー企画による来店者数の増加、新たな顧客の獲得
121 店舗売上向上の推進

① 日本酒と肴のセット販売
② 観光酒蔵として市内酒蔵の商品販売
③ 道の駅と連携したイベントの開催
④ 来店しやすい環境づくり
13)組織の活性化等

① 部署部門問わず横断的な仕事の共有による効率化
② 施設内外の衛生管理と整理整頓の実施
③ 効率化に向けた設備導入や安定供給に向けた設備更新等の検討
④ 経理、酒造関係ソフト事業の効率化

(動 中長期経営計画



9 経営状況の分析 B評価
(1)第ニセクター等の経営状況の分析・評価のフローチャー ト

※「第ニセクタ‐等に対する関与方針」から抜粋

↓いいえ

↓いいえ

↓いいえ

イまい

`ま

い

′まヤヽ

→

第ニセクター等評価

委員会に見解を求め

る

債務超過に陥つている、又は、資本金の 50%を超え
る累積欠損金がある、若しくはそのおそれがあるか

3期連続の赤字であるか

法人の経営の持続可能性に懸金のある事項はあるか

現状では、当該法人の経営状況に問題 (課題)な し

経営状況に問題 (課題)な し 引き続き経営努力を行う

法人の経営の持統可能性に懸念がある

当期純利益が 3期連続の単年度赤字である

債務超過に陥つている、又は、

資本金の 50%を超える累積欠損金がある

経営健全化の可能性について、第ニセクタ
ー等評価委員会に見解を求める

C

【特記事項】

6期連続で単年度赤字を計上したが、減資により累積欠損金を圧縮し、第 23期末の累積欠

損金は 6,991千円となり、資本寄 92,075千 円に対する比率は 7.6%になりました。

BからD評価の法人は121ヘ
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(2)令和 3年度 第ニセクター等評価委員会の分析・評価

(3)分析・評価結果を受けての対応方針

■ 課題あり

□ 課題なし

【上記評価の理由】

① 品評会等における受賞や特定顧客への売上増は評価できるが、減収・赤字幅拡大であり、
黒字化に向け、製造原価等の見直しが必要である。 (製造原価と販売管理費の区別するほ

か、売上原価の変動要因を明確にする必要がある。)

② 売上についても、販路・販売先ごとに推移や変動要因を分析する必要がある。

【その他指摘事項等】

③ 鑑評会やコンテストの受賞をターゲットに確実に発信し、PRすべき。
④ 中長期的な目線を持つたリーダーが必要である。目先の改善課題やアクションプランだ
けでなく、中長期的なビジョンを描くべき。

⑤ M&Aと いう選択肢を前向きに検討すべき。M&Aを きっかけに経営不振から脱却した
例もある。

① 製造原価と販売費及び一般管理費の区別の見直しや、売上原価の変動要因を明確する。
② 販路・販売先ごとの推移や変動要因を分析したうえで営業活動を行う。
③ 昨年度は、鑑評会やコンテストの受賞について新聞や当社ホー

^ペ
ージでPRするとと

もに、10月 31日 とH月 1日 に感謝祭を開催した。

今後も様々な情報伝達手段を活用しPRに努める。

④ 令和 3年 4月 から取締役 1名 に代表権を付与し、副社長として現場で経理や店舗運営な
どの見直しを行つており、中長期的なビジョンや営業戦略等についても検討を進める。

⑤ まずは、新たな体制のもと上記①から④の取組を含め、経営改善に向けた取組を進める
中で、会社の方向性を検討していく。

・引き続き、同社の設立目的を踏まえ、地域や他の株主などの関係者と協議をしながら、あ

らゆる方向性を検討していく。
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10 令和 2年度 第三セクター等評価委員会の分析 B評価に対する対応状況

① 売上の減収に歯止めがかかっておらず、赤字体質のままである。経営戦略やマ~ケテイ
ング戦略を構築し売上及び販路を拡大する必要がある。

② 過去から比較すると原価率が大きく増えてきている。販売する商品によって原価率は変
動するが、原価率の変動に柔軟に対応し、原価率をコントロールする必要がある。

③ ライバル製品と比較した時の自社製品の差別化できるポイント、あるいは訴求ポイント
を明確にし、ポジショニングを築くべきである。                1
① 市の温浴・宿泊施設等で、当社製品を取り扱つてもらつたらどうか。
⑤
f累
積欠損金が増加傾向であり、債務超過に陥る可能性がある。現時点から、民間事業者

、への株式譲渡による民営化を検討してはどうか。  1

① 自社HPのインターネット販売において、商品の受賞歴や商品説明を分かりやすく掲載
することにより商品の魅力発信に努めたほか、市内酒屋へのトップセエルスを実施した。

② 令和 2年度の仕込みは、売れ筋である大辛日などに限定することにより、材料費や労務
費等を削減できた。しかし、コロナ禍により売上減少に伴う余剰在庫の整理や資金確代に

向けた割引販売を要因として原価率の抑制には至らなかった。

③ 会社の原点である、「良質な酒米」「清冽な酒造りに最適な水」「培われてきた伝統 (杜
氏)め投」による吉川ならではの酒造り、酒文化の継承を目的に営業活動を実施した。

④ これまで、一部の温浴・宿泊施設において当社製品を取り扱ってもらちていた。さらに
今回て大島やまざくらに営業活動を実施した結果、令和 3年 4月 から大辛日、純米酒及び

梅酒の取引を開始した。

⑤ 当面は経営健全化の取組を進めることとしており、上記①から④の取組のほか、令和 3
年 3月 25日 に減資を実施し、累積欠損金の解消及び税負担の軽減を図つた。

・吉)II区地域協議会及び市議会に対し、同社の経営状況と経営健全化の取組について、同社

からの報告に基づき説明した。

・引き続きく:当社の設立目的を踏まえ、地域や他の株主などの関係者と協議をしながら、あ

らゆる方向性を検討していく。
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第 23期 事業報告書

新型コロナウィルス感染症の感染拡大により、酒業界のみならず社会全体が

低迷した経済状態となり、未だ収束の兆しが見えない状況です。

弊社では、感染症の感染拡大に伴う不要不急の外出自粛により、店舗
への来店

者数が少なくなり、売上が減少したことから、4月 16日 (木)から 6月 19日

(金)までの約 2か月間、店舗の休業を余儀なくされました。

昨年 10月 からの GoToト ラベルキャンペーン開始後は、公々に店舗への来店

者が戻り始め、売上の回復を期待しておりましたが、度重なる感染症の再拡大に

よリキャンペーンが中止となつたことや、1月 からの記録的な豪雪により道路や

交通機関などの機能が停滞 したことなどにより、店舗
への来店者数が昨年比

56%減の 4,412人 となりました。

そのような状況の中、昨年 5月 には全国新酒鑑評会において「よしかわ杜氏

大吟醸」が会社創立初入賞し、また、8月 には全国爛酒コンテストにおいて
「よ

しかわ杜氏 大手日」と「天恵楽純米酒」が金賞を受賞し、改めて弊社の商品が

お客様に自信をもつて提供できる質の高いものであることが証明されました。

弊社では、感染症の影響により減少する売上げを挽回するため、この受賞をき

っかけとし、8月 には隣接する道の駅と連携した盆花市を、10月 31日 、11月 1

日には三賞受賞感謝祭を開催しイベントによる売上向上を図つたほか、巣ごも

り需要をターゲントとした各種団体や地域住民への広報強化や、市内酒屋への

トップセールスによる販路拡大に取り組みました。

これ らの取組の結果、弊社の主要取引先である生活協同組合パルシステム

東京及びパルシステム生活協同組合連合会の販売ルー トでは、売上が前年比

176%と なり、売上高としては当初計画 (5,500万円)を上回る結果となりまし

た。一方で、売上減少に伴 う余剰在庫の整理や資金確保に向けた割引販売などを

要因として、売上原価に見合 う売上の確保ができなかつたことなどが影響 し、当

期純損失は約 700万円となり6期連続の赤字となりました。
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第  23 期

決
―
算
・
報 告 書

―

令 和

令 和

2年

3年

4月  1日 か ら

3月 31日 ま で

株 式会社  よ しかわ社 氏 の郷

(法人番号 :9110001019623)
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商号 株式会社 よしかわ杜氏の郷
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フ
話

無
無
ノ
電

禁 全督
そ
翠 嶋

の
蒙 蕪

出     資    金
リ サ イ ク ル 預 託 金

Ⅲ 繰 延
ア資 産

( ，
産
金
金
金
産
用
金
等
金
金

流
現
売
力
た
前
未
未
立
仮

負 債 ・ 純 資産 の部 合 計 114.687.327汁 114,687,327
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科 日

38,704,998

8,72恥-255
38■5103t,812

△

55,779,477
444,367

80,937,065
34、 440、 283

55,335,110

46.496,782

52,430,267
3,349,210

５

０

３

９

２

５

０

２

２

５

４

４

24ェ i799..372:

8:838子 328

.24.799i372‐

0

4

117,2401
1,410:

831:

9,377,967 9,378,845

118,650

0

01

290 000
6,700,349
290,000
6.990,849

高
高
入
高

収

り

費

戻

上
上
理
引

管
値

定
上

売
売
指
売

期 製 品 製 造 原

費
費
失

理
理
管
管
般
般
損

一
一

び
び
及
及
業

費
費
売
売
販
販
営

Ⅲ

前 当 期 純 損 失

、住民税及び事業税
期 純 損 失

男

月

・別
別

損

損

失

失

税
法
当

I

上 総

卸
不Yl

業

取 不u

取

業 費
払 不可

引
対

Ⅵ 特
特

Ⅶ 特

特

外
　
配
収
　
　
　
外
　
損

収

　

当

益
息
金
入
　
　
　
用
息
失

損

不J
不可

失
　
　
益
益

経   常

価
高
高
税
価
計
高
益

営
受
受
雑

Ⅳ

営
支
雑

Ｖ

売
期
商
酒
当
合
期
売

Ⅱ

卸
入

原
な
仕

上
た警ロ
ロ中

末  た  な

商号 株式会社  よしかわ杜氏の郷
損 益 計 算 書 令和 2年 4月 1日 か旦

令和 3年 3月 31日 まで
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号 株式会社  よ の郷

令和 9年 e月ユL口現在|‐

819,870
385,897
2,248,320
567,830
1,025,442
60,000
8,793,893
678,022
1,095,772
582,367

４３‐
２３‐
９２４
４．９
制
８５８
０００

４，
９
，
６
，
３
，
８
，
９
，
雰

２

０

４

３

２

８

７

４

２

４

１

３

105,832
273,980
508,819
2,238,405
242,197
518,642

費
費
費
費
料
酬
与
与
費
費
費
費
費
費
費

課
金
費
料
費
費
費
費

伝
無
達
理
数

好
筆
　
利
　
悧

　
綿
通
熱

一
　
輔
　
鰤
諸

宣
包

配
促

手

　

・
給
福
生
償
繕
消
交
光
　
付
交
険
　
　
料
会

告

器
送
打

払
燕
料
　
定

　
価
　
期
信
道
税

　
待
　
醐

一

広
容

発
販
支

役
給
雑
法
厚
減
修
事

通
水

租
寄
接
保
備
管

燃
諸

金 額科 目

736,803
7,689,791
26,013,689
2,871,103‐
371,617
A.lJ7.6(10

品
品

品
料

，

品
品掛

商

製

半

原

仕

貯

製

材

(半 成 品
た 霊 ィ

40,800.663合 …討 ―.
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―商号 株式会社 よしかわ

ら

8,951,023
1,169,888

2,212,290
48,873
108,532
1,948,699
600,811
1,259,642
164,260
1,227,875

10,41 1

,8

卸な

入脱仕
材

料
首

末 材 料 た な 卸 高

訟
険
纂

ェ趨
艤

税
導
斌

不l」

務

務

　
福

生

労

定

　

期

費

金

費

費

末

費

費

高

用

費

費

費

期
材
合
期
当

価

カ

ス
道
償
繕
却

労
賃

法

厚
普

Ⅱ

経

電

ガ

水

減

修

租

保

消

雑

当

当

期

合

期

Ⅲ

費

御

　

卸

翔  材  料
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株 主 資 本 等 変 動計 算 書 4月 1

商号 株式会社 よ カゝわ杜氏の郷 で

主   資  本I 株
         金

    |本
      当翔首残

暴
1,資

当期変動密

減資
当期末残高

余  金2.資  本 剰
(1)そ の 他 資 本 剰 余 金
資本金及び資本攀備盛藤夕議盤

当期首残
暴当期変動籍

減資

減資による
′
欠損填補

当期末残高

184,150,000

・!中・“ⅢⅢⅢⅢ“Ⅲ‐‐ⅢⅢ・・Ⅲ.:|:ととと∵IJ:と :::iギ.J骨 Jξど  〔ユ.              ―
|..PⅢ

!・Ⅲ∵中・・・‐‐‐Ⅲ
i:!;::i!iti:::::ililil:|::

0

92,075,000

=80.82■.814

その他 資本剰 余金合計

当期首残高

当期変動額

減資

減資による欠損填補

当期末残高

0

92,075,000
-80、 821.814‐

余勝艤
剰鶴益
益蜘鰤

利

そ
繰

金

金

金

当新音残高

当期変動額

減資による欠損填補

当歩
'』
純損失

当期末残高

-80,821,814

80,821,314
-6.990.849

―

 i:::i::::i:::i::::::::!::iili::i!:!!i!i::!!:!:::|

その他利益剰余金合計
当期首残高

当期変動額

減資による欠損填補

当期純損失

当期末残高

-80,821,814

80,821,814
-6.990,849

|

株 主 資 本 合 計

当期首残高

当期変動額

減資

当期純損失

当デ研末残高

103,328,186

0
-6.990.849

工 評 価 ・ 換 算 差 額 等
当期首残高

当期変動額

当期末残高

0

0

Ⅲ 新 株 予 約 権
当期首残高

当期変動額

当期末残高

0

0

当期首残高

当期変動額

減資

当期純損失

当期末残高

103,328,186

0
-6.990.849 …6.99et 849!

― 一一一――- 96.337.33ヱ

純 資 産 の 部 合 計



商号 株式会社 よ
個 別 注 記 表

か

1.重要な会計方針に係る事項に関する注記

1 有価証券の評価基準及び評価方法
移動平均法による原価法を採用しております。

2.たな卸資産の評価基準及び評価方法
最終仕入原価法による原価法を採用しております。

3.固定資産の減価償却方法
(1)有形固定資産

法人税法の規定に基づく定率法又は旧定率法を採用しております。

ただし、平成10年4月 1日 以後に取得した建物 (附属設備を除く)については法人税法の規定に基づく旧

定額法、平成19年4月 1日 以後に取得した建物 (附属設備を除く)については定額法、平成28年 4月 1日 以

後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

(2)無形固定資産

法人税法の規定に基づく定額法又は旧定額法を採用しております。

(3)リ ース資産

法人税法の規定に基づくリース期間定額法を採用しております。

4 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

Ⅱ.貸借対照表等に関する注記

1.有形固定資産の減価償却累計額

Ⅲ.株主資本等変動計算書に関する注記

1.発行済株式総数

W,一株当たり情報に関する注記

1.一株当たり純資産額は、26,157.30円 であります。

2,一株当たり当期純損失は、1,898.13円 であります。

155,303,382円

3,683序k

以  上

15



盗 五 懇 書 守

務佐、今オ92孝 4月 14から谷や3準 患漏3ュ 雪までつ第霧3翔!華紫年淀窮
輩!該華輩年漠た係必撃輩兼書及び守弊書類 (掛 ,r昔舞黒素、損基計葬鷲、4主奔本

等案勢計年奮、イ圏ガ1,基記柔、|みびその晴羅電月紳審〉々 の他会針拝関する―拗め孝
撫1,憔簿盈び齋係奮翅守「監盗ぅいた与葉した」

驚(含繕暴

(11,等輩報審彗等つ強査鰺糸

…  寮紫線奉及びその船凝頭ね営は、議本えび定駐に従 |ヽ、会社の琥挑華
ゞし 争ヽしている寺のと等め事すo
二. 率締後の職務7)r狼符tt調iする不工み行為また1ユ法今れとく

'1薦
撫
'こ逮ゑすお登k禁事舞蔵鑢おら1れまとん。

(B)封鶏 類みびそのヽ1路癌鯛紳書ゆ盈査密楽
汁纂:書類ゑぴそつ船癌明締輩強i会級の財法及が頬益の状施套すべて
支秦4点においく疑工に姦暴してい:る ものr縄め.ます■

堪 エ

容
～

i3年 6湾115錮

燃式会基:ぶ じ―かわ粧氏の郷

建 査`後
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第 24期事業計画書

1 事業方針
今年に入つてもいまだ新型コロナウイルス感染症により、経営状況は厳しい状況

にあり、観光来客数が激減し、終息から景気の回復までには未だ先行きが見えない

状況にあります。

弊社では、このような状況下をピンチではなくチャンスと捉えて、コロナ禍であ

るからこその巣ごもり需要をターゲットにした各種団体や地域住民への販売促進

や、地域に愛される酒蔵を目指して、以下の取組を推進します。

2 事業計画
佃)新 たな需要を生んでいる日本酒消費への営業活動
① インターネットを通じた営業活動の強化

② 若者に親しまれる清酒の開発

③ 年間 1000人を目標に新たな顧客獲得

(2)店舗売上向上の推進

① 日本酒と肴のセット販売

② 荏兄光酒蔵として市内酒蔵の商品販売

③ 道の駅と連携したイベントの開催

④ 来店しやすい環境づくり

(3)組織の活性化等

① 部署部門問わず横断的な仕事の共有による効率化

② 施設内外の衛生管理と整理整頓の実施

③ 効率化に向けた設備導入や安定供給に向けた設備更新等の検討

④ 経理、酒造関係ソフト事業の効率化

17
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第24期収支計画書

単位 :千円
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